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*1○○大学附属病院医療情報部 *2第二著者所属 *3第三著者所属
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1.はじめに
ここからが本文である。このテンプレートは1ページあたりの行数、1行あたりの文字数は、投稿ツールで出力されるPDFの文書と概ね同様となるように設定されているが、最終的なツールによる出力は、必ずしも本文書のレイアウトと一致しないことに留意して下さい。
2.執筆要領と頁数制限
企画セッションの原稿の執筆要領は、一般演題の場合と同様である。
タイトル等は次の順で記述する。標題、副標題、著者名、所属機関名（以上日本語）、英語標題、英語副標題、英語著者名、英語所属機関名、Abstract、Keyword。
頁数は2ページ，4ページのいずれかから選択されたい。（組版時に若干レイアウトがずれることがあるため、末尾に数行の余裕を設けて下さい。）
2.1.図や表について
図や表には、図1、図2、表1、表2のようにそれぞれ連番をつけ、タイトルをつけて下さい。

表1:表１のタイトル（表の上方に）
表の説明文がある場合、表の下に記載してください。
図1:図１のタイトル（図の下方に）
図の説明文がある場合、図のタイトルの下に記載してください。
2.2.参考文献について
本テンプレートでは、引用文献は、本文の該当箇所に、引用順に番号を[ ]で括って記載している。また本文最後の参考文献の項に、引用した文献をすべて整理して記載している。
2.2.1.参考文献の書き方
参考文献の書き方は、医療情報学会誌に準じることとする。文献の項の書式は、バンクーバー・スタイル（the Vancouver style）に従うものとする。
本テンプレートの最後の参考文献に、例を示している。なお、ここに示す例は、医療情報学会誌の執筆要領より得たものである。
2.2.2.雑誌の場合
雑誌の場合は、著者名．題名．雑誌名 発行年；巻：通巻ページ（始め－終わり）．とする。
参考文献の[1]に例を示す。
2.2.3.書籍・単行本の場合
書籍・単行本の場合は、著者名．題名（編者名）．書名．発行地（外国の場合のみ）：発行所，発行年：ページ（始め－終わり）．とする。
参考文献の[2]に例を示す。
2.2.4.著者名
著者名と著者名の間にはコンマを入れる。日本人著者名は、姓と名を書く。
2.2.5.雑誌名
雑誌名については、略式雑誌名のあとに省略記号（．）をつけない。これについても、参考文献の例を参照して下さい。
2.3.箇条書きについて
箇条書きについては、以下の種類を、必要に応じて３階層まで、利用していただくことが可能である。
ただし、最終的な体裁は、あくまでも投稿ツールに依存する。
1, 2, 3, …

a, b, c, …

A, B, C, …
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●，●，●
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3.おわりに
組版の上で出力される最終的な体裁は、事務局にご一任下さい。
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